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 『人間らしさの探求』講演記録 第 3 回 
化粧の力 
―自分らしさのお手伝いー 
講演：宇野 晶子*   デモンストレーション：青木 昭子† 
今回、化粧の力について、資生堂ライフクオリティー ビューティーセンターの活動を含め、
ご紹介する機会をいただき、ありがとうございます。 
化粧の歴史を紐解くと古くはエジプト文明や黄河文明まで遡ります。人類は古くから、自
分を演出するために、オイルや岩石を砕いた絵の具を使うなど、化粧をしてきました。そ
れは、その人の身分を表したり、役割を表すものであったりしました。 
現代社会でも、化粧は「その人らしさ」を表現するために使われています。また、白斑や
あざなど肌に深いお悩みを持つ方にとっては、自分らしさを取り戻していただくための重
要なツールとなっています。そんな QOL（Quality of Life＝生活の質）向上をサポートす
る化粧の力を前半にご案内します。そして後半では、化粧の持つ意味や力を理解し、上手
に使っていただくにはどうしたらよいのか、実際のデモンストレーションを交えてご紹介
します。前半は宇野が、後半は青木が担当させていただきますので、よろしくお願いいた
します。 
 
はじめに、私たちが所属する資生堂とライフクオリティー ビューティーセンターについて
ご紹介させていただきます。まず、資生堂ですが、1872 年、明治の初頭に東京銀座に創業
した会社になります。その時は日本初の西洋調剤薬局としてスタートしました。薬から化
粧品へと成長し、2008 年度のグループ売上は大体 7,000 億円、今年も景気が芳しくない、
ちょっと厳しい中で頑張っているという状況です。社員は国内外合わせて約２万名。その
うちの約 7 割が女性という会社です。 
「資生堂」という社名ですが、四書五経の易経の中の「至哉坤元 万物資生」（いたれるか
な こんげん ばんぶつとりて しょうず）という一節の中から「資生」という名前をい
ただいています。調剤薬局という西洋の科学的なものを東洋思想と融合させて、社会のお
役に立つことをやっていきたいという思いを込めた社名です。 
そして、ライフクオリティー ビューティーセンターですが、化粧の力を使って深いお悩み
をお持ちの方をサポートする活動を担当しています。人の肌や心を研究してきたヒューマ
ンサイエンスの研究開発成果を活かし、化粧でその人がその人らしくあることをお手伝い
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しています。 
「美しくありたい、健やかでありたい、幸せでありたい」こういったお客さまの願いをで
きるだけサポートしていきたい、そのために商品を開発し、美容法を考え、その価値をお
伝えしていきたいと考えています。 
 
１． 化粧の持つ意味 
 
（１）なぜ人は化粧をするのか 
 
 それではまず、化粧の持つ意味からご案内します。 
 今日、会場には男性の方が結構多くいらっしゃいますが、「化粧は男性には関係ない」と
思われているかも知れません。しかし、現代の日本人がする化粧行為を数え上げてみると、
体を清潔にするための入浴から、例えば洗顔、歯磨き、洗髪、ヘアのカットといったこと
も含まれます。つまり、男性も広い意味で化粧をしているということになります。 
さらに化粧行為を詳しく見ると、化粧水や乳液、マッサージ、パック、日焼け止めといっ
たお肌のお手入れであるスキンケアから始まり、口紅やファンデーションといったメーキ
ャップまで、非常に幅広いものです。ですから、「人間とサルの違い」を説明するときに、
私たちは「人間は化粧するサル(生き物)です」というようにご紹介をしています。 
 では、人間はいつ頃から化粧をしていたのでしょうか。実はネアンデルタール人も化粧
をしていたのではないか、言われています。ところが化粧行為は化石になりにくいもので、
洗顔やマッサージなどという行為は亡くなってしまうと残らないものです。ではなぜネア
ンデルタール人が化粧をしていたかもしれないと言われるのでしょうか。ネアンデルター
ル人は、死者を埋葬していたことがわかっています。その際にお花を一緒に入れており、
集団で埋葬という儀式を行っていました。つまり、死を悼むという感情がそこにはあり、
人間を単なるものとしてではなく感情のある人として扱っていたことが伺えます。そのた
め、化粧をしていたのでは、と思われています。 
正確に化粧の歴史を見ようと思ったら、遺跡の壁画や像といったもので見るしかありま
せん。良く見るエジプトの女王像ですが、目の周りのアイシャドーなど明らかに化粧をし
ていることが分かります。エジプトでは邪悪なものから目を守るために黒く囲ったといわ
れています。 
 それぞれの地域と文化、また時代によって「美」の基準は変わります。古代中国であれ
ば女性の肌の美しさについての記録が多く残っていますし、古代ローマ、あるいはフラン
スのロココ時代には、男性が熱心に競って化粧をしていたという記録があります。男性も
かつらをかぶり、また髪粉を髪にふりかけて色を付けたりしていました。モーツアルトや
バッハなど、中学校の音楽室にあった写真を思い出していただくとわかると思うのですが、
非常に長いくるくるした髪をしています。あれは皆さんかつらをかぶっていたのです。 
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 では、日本の「化粧」をちょっと考えてみたいと思います。日本では「化粧」は伝統的
に大人の証しであり、身だしなみであるというようにとらえられていました。 
 平安時代の貴族階級では、既に成人の証しとして「化粧法」が確立しています。年齢や
性別、未既婚によって、髪型や眉の形が決まっていました。女性の大垂髪（おおすべらか
し）、男性もしていた置眉（額の高い位置に書いた丸い眉）、そして結婚した女性がしてい
た鉄漿（おはぐろ）などは、お雛様にも見ることができます。この時代には本当にほんの
一握りの貴族だけが化粧をしました。 
 江戸時代になるともう尐し庶民に広がってきて、例えば鉄漿、眉剃りは町人にまで広が
っています。江戸の町では鉄漿は既婚女性の証しでした。化粧をしている女性というは高
貴な人、あるいは裕福な町人が相場でした。 
 なぜ化粧は高貴な証しだったかと言うと、当時化粧品が非常に高価なものたったからで
す。江戸時代の「口紅」は、本当に紅花から採るもので、ほんの尐し採るためにもたくさ
んの紅花が必要でしたので、紅と金が同等とも言われました。 
化粧は、身を飾る余裕のある支配階級が差別化のためにしていたという一面があり、そ
れを見た庶民が憧れて、ああいうようになりたいということで模倣する、という形で社会
に広がっていきました。未成年が日常的に化粧をするようになったのは、割と最近で、1990
年代ぐらいからではないかと考えております。それまでは日本では、学校を卒業して初め
てする、という位置づけのものでした。 
 では、現在の化粧はどのようになっているでしょうか。まず、現在一番化粧に影響を与
えるファッションを見てみましょう。現在のファッションには、経済の動きが大きく影響
しています。どういった人たちが買ってくれるかというところで流行が生まれてきます。
例えば石油の価格が高くて、オイルダラーが主流のときには、アラブ系がはやります。そ
うするとメーキャップも肌の浅黒い、そしてアラブ系の方に似合うようなゴールドを主体
としたようなメーキャップがはやってきます。 
 一方で、上海を初めアジアの景気が好景気になってくると、アジア人向けのデザインが
中心になります。シャネルであっても、大柄なヨーロッパの女性が似合うデザインのオー
ソドックスなシャネルスーツではなく、小柄なアジア人が似合うような可愛らしさを加え
たデザインが出てきますし、メーキャップも小柄な女性が華やかに見えるようなメーキャ
ップが流行してきます。 
 一方で、上から流れてくるファッションとは別に、それぞれのグループや仲間での流行
りもあります。日本で例を挙げると、原宿へ行くと同じようなファッションをした若者が
大勢います。今だとファーの付いたジャケットやフリンジブーツなどですが、これは上流
のファッションショーから発信されたメディアの情報を元に自分たちらしくデザインをア
レンジしたものです。つまりストリートから生まれるファッションで、それを逆にジャー
ナリズムが取材して、ファッション業界に戻るという流れが一方ではあります。つまり、
今の時代、化粧やファッションはごく一部の上流階級や、金持ちのものではなく、誰もが
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自分なりにアレンジして表現できるものになっています。いい時代ではないかと思います。 
 
（２）外見は人とのインターフェース 
 
 ここからは尐し化粧から離れて、外見、特に顔というものが持つ意味について考えたい
と思います。実は人間の外見は人と人とのインターフェースです。みんな、その人の外見
を見て、その人がどんな人なのかを判断しています。また、その顔の表情によってその人
がどんな感情を抱いているのか推察します。つまり、外見は他の人に「自分」というもの
を伝えるインターフェースなのです。 
 ですから、外見を気にして化粧をするのは女性だけではなく、男性も髪を整え、ひげも
剃るわけです。なぜそうするのか、もし無人島で一人になったら外見を気にするでしょう
か。実はそんなにしないのではないかと私は思います。なぜなら、やはり人に見られてい
る、人と接する、そういう中から、相手からこう見られたい、不快感を与えたくないとい
った相手に対する思いやりというようなところから、身奇麗にしているのではないでしょ
うか。 
 本当のところ、実際にその人がどんな気持ちでいるかということは、実はなかなか見え
ないのですが、外見はパッと見てわかってしまう。よく親や学校の先生が「人を外見で判
断してはいけない」ということを教えると思います。「きちんと中身で見ないといけない」
ということを言うのですが、それは裏返して言えば、人は意識しないと外見で判断してし
まうものだから気を付けようということではないでしょうか。 
 
（３）相貌特徴と暗黙裡の性格観 
 
 例えばドラマを見ていて、無意識に「ああ、この人悪そうな顔をしているな、きっと殺
人犯だな」「この気の弱そうな人はきっとだまされるのだろうな」ということを思ったりし
ませんか。ドラマや映画の出演者をその見た目から無意識のうちに先入観で判断している
ところがあるのではないかと思います。いつも悪役ばかりしている役者さんが作った「悪
役商会」という団体がありましたが、それは見事な悪人面の方々でした。 
 実は、映画の世界でのメーキャップは、この人は悪役だから怖そうな顔にしよう、意地
悪そうな顔にしようという時にも使われています。特殊メーキャップほどではないですが、
役のイメージをメーキャップで作り上げるのです。 
 なぜ、そのようなことができるのか、ちょっと難しい言葉ですが、相貌（そうぼう）特
徴と暗黙裏の性格観というものを人がもっているからです。初対面の人をパッと見て、「茶
髪の長髪で今風だな、イケメン風だけどチャラくみえるし、ホストでもしているのかな」
とか、「メガネを掛けていて、短髪できちんとしているわ、まじめな学生さんかしら」、あ
るいは、男性でもちょっとメークしているような人がいたら、「ビジュアル系のミュージシ
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ャンでも目指しているフリーターかしら」と勝手に想像することはありませんか。 
自分が今まで会ったり見たりした色々な人を参考にして、「大体ホストはこんな感じ」「ま
じめな学生はこんな感じ」「ビジュアル系はこんな感じ」というものを暗黙裏のうちに人は
持っています。その経験を元に、知らない人とできるだけうまく付き合って行こう、場合
によっては関らないようにしようと思うわけです。 
ですので、自分の持っている暗黙裡のパターンに合致する人に出会ったときにそれが効い
てきて、「この人はホストかしら」とつい思ってしまうということです。 
 今ご案内したのは、外見とその人の持つ特徴でしたが、実は、心理学で研究した結果か
ら、関連付けられることが多い相貌（そうぼう）特徴と性格特性があります。 
 例えば唇の薄い口の小さい人は、消極的で内攻的と見られがちです。逆に、口の大きい
人は積極的なうるさい人に見られがちです。これは、よくしゃべる人は、口を動かすので、
顔の中で口が実際より大きく見えます。つまり、口が小さい人より大きい人の方がしゃべ
る印象として頭の中にインプットされてしまうのです。 
同じように、背が高いとか面長の人は大人っぽく、落ち着いて見られがちです。というの
も、子どもと大人を比べたときに、大人は面長で、背も高い。それが、背高いと何となく
大人っぽく感じる背景にあります。 
 このように外見にはいろいろな特徴があるので、それを上手に使って役者は役作りをし
ます。ちょっと気弱なのだけれども優しい、人のいい役柄をやらなければならないとなっ
たときに、どう自分を演出するとそれっぽく見えるのかといったことに、こういうものが
役に立つわけです。 
 かつてに比べて、現在は「見た目」を気にする時代になってきています。例えば就職活
動にあたって、学生がリクルート用に整形をするというような新聞記事をご覧になった方
もいらっしゃると思います。従来だったらその実力だけで評価されていたスポーツなどの
分野でも、ダルビッシュ選手や石川遼選手といったように、やはり外見がいい人で、なお
かつ成績のいい人は非常に人気があって、ニュースで取り上げられることも多いように感
じます。 
 また、逆に、不細工であることを逆手に取ってそれを売りにしている芸人もいます。例
えば「不細工なのにいいやつだ」「あいつは不細工だけどちょっとかわいいとこがあるから
いいな」ということで、不細工が使われたりします。このように、人と人がパッと見たと
きにわかる外見は、今、非常に重視されている、これは間違いないと思います。 
 さらに言えば、人間は視覚から入る動物です。人間が外界から得る情報のかなりの部分
を視覚が占めています。例えばイヌであれば、嗅覚が優れているとか、ネコであれば聴覚
がすぐれているとか、いろいろ優れている感触があるのですが、その中で人間は視覚が優
れている動物になります。 
 更に、人の記憶にどれくらい残るか、という点でも興味深いものがあります。今日、私
はこのようにお話をさせていただいていますが、皆さんが２～３日後覚えていることをあ
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げてもらうと、例えば見た目や、身だしなみ、表情やしぐさなどが６割弱ぐらい、どのよ
うな声の質、速さ、話し方、例えばやけに早口だった、というような音声に関するイメー
ジが４割弱、そして、話した内容そのものは１割以下です。実は人間は、その人が話して
いる内容よりも、その人が持っている雰囲気や醸し出しているもののほうが記憶に残りや
すいのです。 
 それは太古の昔から今まで人間は生きのびるために、相手がどんな人間かを知るには、
しゃべった内容より、しゃべり方や表情の中に真実があるということを経験上知っていた
からです。そして、現代に至ってもそれは人間の中にあるということになります。 
  
（４）外見は差別につながる可能性を持つ 
 
ですから、人間は自覚なしに外見に左右されているということです。気を付けないと、人
は見た目で判断してしまうので、外見は差別につながる可能性を持っていることになりま
す。やせている人、太っている人、背が高い、背が低い、そういったレベルから、例えば
すごく流行に敏感な感じの外見と、流行に無関心の外見、そういったものから若い人達は
人を判断することがあり、それがいじめにつながる場合があります。 
 例えばジャニーズ系、あるいはアキバ系など分類されるように、「暗いやつ」「ださいや
つ」と外見で相手を判断して、「付き合いにくい」「仲間はずれにしても構わない」という
ように受け止めてしまう可能性が、特に子どもたちにあります。 
これは必ずしも正しい先入観ではありません。ただ、さきほどの暗黙裏というのと同じで
すが、無意識のうちに「何となくあの人は信用できそう」「ちょっとこの人は苦手だ」とい
うのをみんな持っているということです。実はそれは今まで自分の経験則の中で自分が先
入観で思っているものだということを理解するだけで、相手を見るときの視線をプラスに
することができます。「中身が大切」という親や先生の教えはそういうことを伝えようとし
ているのだと思います。 
 そして、化粧は、そういう先入観を逆手に取って、自分自身を演出する道具なのです。
実は、気が小さくて小心者なのだけれども、今度大勢の聴衆の前で話をしなければいけな
い。堂々として明るい人に見てもらいたいとなった時に、例えばちょっと唇を大きめに描
き、目をぱっちり描く、そうすると何となく自分がしっかりとした人に見え、自信が持て
る。このなりたい自分にもっと近づける、そういう使い方が、化粧の力なのです。 
 
２．化粧の力と可能性 
 
（１） 古くて新しい化粧の役割 
 
 では、ここから「化粧の力と可能性」をご紹介させていただきます。 
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スキンケアもメーキャップも日本語では「化粧」という一つの言葉になっていますが、欧
米では、コスメティックとトイレタリーの二つに分かれます。 
日本語の場合、化粧の語源は「化粧（けわい）」で、周り
の気配、周りの方への気配り、周りの方への気遣いがその
元々の意味です。つまり、自分自身を清潔にする、あるい
は見た目を整え、周りの方の気持ちを良くするということ
なので、スキンケアとメーキャップ両方の意味を持ってい
ます。 
 欧米の場合は、コスモス（宇宙）が語源のコスメティックは、秩序ということなので、
秩序正しくバランスを整える、あるべき姿にするという意味です。そして能動的であり、
アクティブであり、具体的にはヘアスタイルや口紅、アイシャドーなどメーキャップを意
味します。 
 一方のトイレタリーですが、昔のフランスの方はお風呂に入らなかったので、体が汚れ
たときはリネン（布）で体を拭いていました。そのフランス語の布を表わすリネンを語源
としていますので、トワレは身だしなみ、それから清潔をあらわしています。 
 同様に、日本でもトイレタリーといえば、シャンプー、リンス、ボディソープなどの洗
浄剤を指します。 
では、化粧を大きくメーキャップとスキンケアに分けてその役割をご紹介します。 
 まずスキンケアのほうは、体を清潔に健やかにすることで心を癒す効果があります。男
性はあまりご存じないかもしれませんが、女性の場合は例えば化粧水をつけたり、あるい
はマッサージをしたりして、「ああ、今日も一日がんばった。肌も疲れているわ」という感
じで、自分自身に向きあいながら、今の自分の体の状態を知り、疲れを癒すということが
あります。この自分の状態を知り、その疲れた状態を癒すことで「自分の調整をする」と
いう機能をスキンケアが持っているのです。 
 逆にメーキャップは、例えば朝、今日は仕事で大事なプレゼンテーションがある、しっ
かり信頼感があるように見られたい、そのためにきちんとメーキャップし、ヘアスタイル
も整えよう、というように考えます。つまり、その日これから誰に会おう、どういう場面
に出よう、どういう自分に見られたいなど、社会（他人）と自分の関係を調整する機能が
メーキャップの機能になります。メーキャップによってなりたい自分になれることで、自
信を持ってその場に堂々とはつらつと出ていける、メーキャップには人を励ます力がある
のではないでしょうか。 
 化粧の持つこの二つの機能、スキンケアで疲れを癒し、ゆったりする→「じゃ、今度ま
た頑張らなくちゃ」ということでメーキャップに励まされて社会に出て行く→また、疲れ
たら今度はスキンケアで癒されると、上手に回すことで、生活を楽しく、豊かにしていた
だくことができます。そのお手伝いを化粧品に携わる私たちは頑張っているのです。 
 では、幾つか具体的な事例をご案内します。 
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 まず、スキンケアの力の一つを検証したケースです。これは入院中の出産直後の女性に
対して美容ケアが及ぼす心身への影響を検証したものです（学会発表済み）。入院中の出産
直後の方、38 名に対してエステティックを実施し、一つ
は生理指標として、唾液中のストレスホルモンや免疫指標
などを測定、もう一つは心理指標としてアンケートに回答
いただきました。 
 さらに、マタニティブルーという言葉をお聞きになった
方も多いと思うのですが、産後直後は、女性ホルモンが急
激に変化するので、どんな方でもものすごく落ち込みやす
くなり非常にブルーになってしまう傾向があります。そう
いった産後特有の気持ちがどう変るかを調べました。 
その結果、生理指標はエステティック後、高いほどスト
レスが大きいストレス指標は有意に下がり、高いほど体の
状態がいい免疫指標は有意に増加しました。非常に体の状
態として良くなったということが確認できました。 
 またアンケートの回答を解析した結果、気分の改善が確認されました。活気は上昇し、
落ち込み、怒り、混乱などは下がって、気分の改善、状態不安の改善が見られました。 
 更にエステティック前は 38 人中いわゆるマタニティブ
ルー領域に当る方が 11 名いたのが、エステティックを受
けることで、全員正常域になりました。こういった美容ケ
アがマタニブルーの改善につながることが確認できまし
た。そして子どもに対する感情で、「嫌だな」「面倒」など
の回避感情は下がり、「かわいい」「抱っこしたい」という
親近感情が増加しました。つまり、産後こういったケアを
することで、お母さんが育児に対して前向きになれ、子ど
もを可愛がられるということです。 
 この研究は皇室の紀子さまが出産されたことで有名な
愛育病院で実施したのですが、朝日新聞にも紹介いただき
ました。 
 
 次に、メーキャップにどのような励ます力があるのかを見てみたいと思います。 
こちらは、気分の落ち込みがちな更年期の 50 代前半の方を中心に、メーキャップを楽し
んでいただいて、その効果を研究しました。こちらも既に学会発表済みです。 
 「生き生きメーク」と題して、ご本人が気になっている
けれども、普段なかなか教えてもらえないメークテクニッ
クを２週間に１度、技術者が指導し、習ったものをご自宅
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で日々やっていただくというものです。約３カ月にわたって、こうした実験を行い同様に、
生理指標、心理指標のデータを取りました。 
 まず、生理指標ですが、ストレス指標は下がり、免疫指
標は上昇し、体にとってプラスになるものであったという
ことが推察される結果になりました。 
 そして心理指標ですが、こちらも回数を重ねるごとに、
だんだん抑うつ傾向が下がり、３カ月間のメーク指導で、
有意に抑うつ傾向が低下しました。同様に、日常の気分の変化も、不機嫌、イライラ、疲
労感という更年期に感じがちな不定愁訴が下がり、元気さを取り戻す傾向が見られました。 
 そしてテクニックの自己評価が上がるにつれて、仕上がりの満足度も上がっています。
さらにご自分のメークテクニックが上達するにつれて、自分に対して肯定的になるという
結果が得られました。 
  
 自分に対するイメージというのは、頭の中にあるのは若いころの自分ですが、実際に鏡
を見ると老けた自分がいる、自分が心の中に持っているイメージよりも現実の自分がどん
どん老けていってしまいます。そのことが、自分らしくないという評価につながり、自己
肯定感を疎外してしまいます。その｢自分らしくない老けた顔｣をメークすることで「すこ
し若いころの自分」を取り戻せるのです。 
 
（２）化粧療法 
 
 今のこういった化粧の力を使って、実は「化粧療法」というものにも取り組んでいます。
資生堂ライフクオリティー ビューティーセンターでは、いろいろな大学病院に出向いたり、
センターに来ていただいたりして、いろいろな深いお悩みをお持ちの方に対して化粧を使
ったサポート活動を行っていますので幾つかご紹介をいたします。 
 高齢者施設で継続して美容セミナーを実施し、認知症の方を含め高齢の方に化粧を楽し
んでいただいたところ、化粧をしていく中で、表情に変化が出たり、身だしなみが良くな
ったり、リハビリ、洗面、トイレなどもご自分から取り組まれるようになられて、約３割
の方のオムツが取れたという結果が出ました。 
 先ほども申し上げたように、「化粧をする」ということは、社会の中で一人前の大人とし
て自分を自覚することになります。加えてそこに例えば看護師さんや介護者の方が、「あら、
おばあちゃん、こんなに奇麗なのにオムツしていたらおかしいよね」「お手洗い行こうか」
と言ったときに、「あら、やはりそうだわ。私はちゃんとした大人だから、ちゃんと自分で
しなくては」と思って一歩踏み出す、そのお手伝いにメーキャップがなったのではと思っ
ております。 
 顔面神経まひは顔が歪んでしまい、左右が非対称になる病気ですが、そうなると人前に
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出るのが嫌になり、引っ込み思案になります。そういう方に対してメーキャップのテクニ
ックで左右のバランスを補正する方法をご案内しました。その結果、明るくなり、自信が
出て、引っ込み思案が解消し、人づき合いが良くなったという結果が出ました。その人が
思っている自分に尐しでも近づけて差し上げる、そのことがその方の自信を取り戻したの
ではないかと思っています。 
 
（３）その人らしさを取り戻すために～疾患とそのカバー方法 
 
 では、その人らしさを取り戻すためにどのようなことをお手伝いしているのか、という
ことを簡単にご紹介します。 
 特に資生堂ライフクオリティー ビューティーセンターが得意とするのは、通常のファン
デーションではカバーできない肌色の変化をカバーする、あるいは左右が非対称になるな
どバランスが崩れた場合や、肌の凹凸をメーキャップのテクニックで補正することです。
赤あざといわれる血管腫や青あざといわれる大田母斑、あるいは乾斑のような色素斑とい
った通常のファンデーションではカバーできないお悩みをお持ちの方がいらっしゃいます。
また、がんの化学療法などによって肌がくすむ方や、あるいはやけどの跡など、肌に凹凸
がある方、そういったお悩みをお持ちの方に対してご紹介しているものを幾つかご案内い
たします。 
 白斑という肌色が白く抜けてしまう疾患の方の場
合は、通常のファンデーションを塗ってもなかなか自
然にカバーできません。専用のパーフェクトカバーフ
ァンデーションＶＶでカバーすると、男性でも自然で、
カバーしているという感じがなく仕上がりますので、
非常に喜んでいただいております。 
 例えば、手に白斑のある方ですと、特にサービス業
の方などはお仕事の中で、名刺を渡す、物のやり取りをするということがあるのですが、
その際にお客さまに不快感を与えるのではないかと気にされる方もいらっしゃいます。こ
のファンデーションは非常に落ちにくく、朝塗っていただければ、物理的にこすらなけれ
ば水仕事をしてもプールに入っても落ちないので、とても喜んでいただいています。 
 あとは、血管腫といって、いわゆる赤あざになりますが、まず専用のファンデーション
でカバーしその上からメーキャップをすると、ほぼ普通にメーキャップをしたものと変ら
ない形で仕上がります。青あざ、いわゆる大田母斑も通常のファンデーションだと透けて
見えて暗くなりますが、こちらも同じように、カバーをして上からファンデーションで仕
上げると自然にカバーできます。 
 膠原（こうげん）病は、ほおに大きな蝶型の赤い湿疹が出て非常に目立つ病気ですが、
男性の場合はメーキャップをせず、その部分だけをカバーします。完全には隠れませんが、
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ほほにはある程度の赤みがあるのが自然ですから、メーキャップをしているという感じが
なく、自然な仕上がりでご本人は非常に満足されました。今までも特に顔が嫌というので
はなかったが、人に会うたびに「なぜ」と聞かれて説明しなければいけなかったのが面倒
だったけれども、これで気にせずにいろいろな人と会うことができるということで、とて
も喜んでいただきました。 
 くすみも非常に濃いくすみだと、疲れたように見えることから、気にされる方がいます。
特に、がんの治療などでの副作用でできる強いくすみをカバーしたいという要望をいただ
きます。例えば近所の方に自分ががんにかかっていることを内緒にしているので、できる
だけ、いつもどおりの元気な顔で周りの人に会いたいというお気持ちです。このような専
用のコントロールカバーでカバーすることで、いつもの自分を取り戻していただき、治療
にも積極的に取り組んでいただくことができます。 
 ファンデーションだけでカバーするのが難しいのが肌の凹凸、やけど跡や傷跡です。肌
に赤くケロイドが残ったという場合や白く色が抜けてしまったという場合にはかなりいろ
としてはきれいにカバーできますが、凹凸そのもののカバーはまだまだ難しく、今現在も
いろいろな研究を重ねています。大学病院などの協力をいただきながら、尐しでもカバー
できるものにということで、現在もまだ研究中です。 
 先ほどデータをお見せした顔面神経麻痺の方ですが、普段、症状が出ている顔の方を髪
で隠すようにされているのを、髪の分け目を左右逆にしました。また、通常女性が嫌がる
法令線ですが、顔が片一方に引っ張られているためにこの方の場合は片方は深く、片方は
影がない状態です。この左右のアンバランスを補正するために、影がない方にはわざとフ
ェースシャドーで影を付け、影が目立つ方はコンシーラーでカバーをし、バランスを取り
ました。また唇の形も非対称になっていますので、ラ
インをコンシーラーで消した上であるべきラインで
書いて、歪みを目立たなくさせました。 
 こういったご案内を私どものセンターで実施して
おります。センターは深いお悩みをお持ちの方が、ほ
かの方と顔を合わせなくて済むように個室になって
おり完全予約制で運営をしております。 
 深いお悩みをお持ちの方を対象に、このような自分
らしさの実現のためのサポートをしているのですが、この活動を通して分かったことの一
つに、あざや傷の大きさとご本人の悩みの大きさは、違うということです。すごく大きな
あざがあっても、「愛嬌（あいきょう）よ、これは私の一部だから」と言って気にされてい
ない方もいらっしゃいますし、レーザー治療を受けられて、私たちが拝見しても分からな
いくらい目立たなくなっているにも関らず「ほら、ここにあるのよ、目立つでしょ」と気
にされる方もいます。やはりその方の心の目にはあざが見えるということなのかなと思っ
ております。 
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 ですから、私たちがやっているのは、「その方がなりたい自分になるためのお手伝い」と
思っています。いろいろな方法をご提案して、その中で気に入った自分を見付けていただ
く。ご自宅に戻られてから、明日からご自分でメークができるようにお伝えしていくとい
うことをやっております。 
 
３．自分らしさの演出のために 
 
（１）化粧はバランス 
 
 テクニックはデモンストレーションで見ていただいたほうが分かりやすいので、ここで
は基本的なテクニックをご紹介したいと思います。自分らしさの演出ということで、ここ
からは女性向きになってしまうかもしれませんが、男性も女性がどのように自分を演出し
ているかよく知っていただき、ぜひ騙されないようにテクニックをご理解いただければ、
また一つ楽しくなると思います。 
 化粧のステップは、イメージングとテクニックになっ
てきます。まず必要なのは、自分がどう見られたいか、
なりたい自分を見付けることです。なりたい自分が決ま
れば、そう見せるためのテクニックを知って、それを身
に付けていただければ OK ということになります。 
 例えば自分は丸顔で小柄なのだけれども、知的でクー
ルな、しっかりした意思を持ってる女性に見られたいと
いうイメージングができたとしたら、キリッとした目元にし、顔をすっきりと見せます。
例えばキリッとした目元といったときに、それをどういうテクニックで実現するかと言う
と、眉は直線的にややはっきりと描いて、目元はブルーなどの寒色系ですっきり見せる。
チークも丸顔をすっきりと見せたいわけですから、斜め気味に細く入れていきます。これ
らの化粧のテクニックは目の錯覚を使ったものになります。あまり無理をしてやりすぎる
とちょっと変になってしまいますので、その辺のバランスに配慮しながらメークするのが
ポイントになります。 
 化粧はバランスといいましたが、奇麗に見える基本としてゴールデンバランスがありま
す。美人の女優やモデルはなんとなく似た顔をしていると感じられたことはありませんか。
その理由のひとつに奇麗に見えるゴールデンバランスがあります。 
 顔全体の比率をあらわしたものですが、それと自分を比較すると自分の顔の特徴が分か
ります。「私はちょっと目が下向きについてる」「目が垂れ目」「口が大きめ」「上唇はちょ
うどいい大きさだけど、下唇がそれに比較するとちょっと薄い」とかいろいろあると思い
ます。そういったものをゴールデンバランスに合わせてメークのテクニックで修正すると
一般受けがよい顔になります。 
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 ただし、必ずしもゴールデンバランスにぴったり一致するのがいいかと言うと、そうで
もなく、人の美しさは、その人の個性がいかに輝くかというところにあるので、その人ら
しさを生かした上で、気に入らないところ、自分としてはちょっと納得いかないところを
メーキャップで補修する、というのが素敵な自分の演出のために必要だと思います。具体
的にはのちほどデモンストレーションでご案内させていただきます。 
 
（２）更年期も化粧で元気に 
 
 実は、先ほどデータでご案内したように、更年期も化粧で元気になれます。特に実は若
い方は、そのままでも肌が奇麗なので特別なテクニックは実は必要ないのです。先ほどお
話したように、若いときの化粧はなりたい自分を演出するための楽しみではないかと思い
ます。一方、年を重ねれば重ねるほど自分で気に入らないところが出てきます。それを上
手にカバーするのが化粧の力の一つだと思います。 
 若々しく見られたいというのは共通の願いだと思いますが、あまりにも無理をして若作
りをするのはどうでしょうか。年を重ねて存在する、その年齢にふさわしい美しさがあり
ます。それをいかに体現するかではないでしょうか。 
とはいいつつやはり顔も体と同じく変化しています。その中で自分が自信をもてる素敵
な顔を作るためには、まず現実を知る、自分の現在の顔を知ることです。その上で、なり
たい顔を考えることで、何が必要か見えてきます。 
 これは一般論ですが、年を重ると額は肉が落ちてきてしわが目立ちます。こめかみが落
ちくぼんで狭くなり老けて見えます。眉や髪も、若いころに比べると薄くなり、眉尻も下
がってしまって、まつげも薄くまばらになります。ほおは、太っている方の場合はたるん
できますし、やせている方の場合は、縦じわが入り口元がしぼんで見えます。口角も下が
るので、別に怒っているわけではないのですけれども、なんとなく不機嫌な顔に見えてし
まうこともあります。 
 私の悩みなのですが、あご線が太ったということもあって、顔幅がワイドになり顔が大
きく見え、老けて見えます。若い人の顔はほほのあたりがすっきりしています。 
 肌色変化もあります。肌は透明感やつやがなくなり、くすみやすくなり、シミやソバカ
ス、色むらが目立ってきます。それがどのくらい老けて見えるかを実際にシミュレーショ
ンしてみます。同じ状態の方に、尐しシワとたるみを足してみますとやや老けて見えます。
ここにさらにシミとくすみを加えると、すごく老けて見えます。同じ方でも肌の色合いを
変えるだけでこんなに差が付きます。 
 もう一つシミュレーションをしてみます。これは 20 代の方と 50 代の方です。もちろん
50 代の方にはシミ、ソバカスがあったり、20 代の方に比べるとややあごのあたりがたるん
でいる感じがあります。顔の輪郭などその他は一切変えないで皮膚だけ入れ替えてみます。
いかがでしょうか。このように若く見えるためには、まず肌色を整えるのが一つのポイン
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トになります。 
 
（３）活き活きと見えるポイント 
 
 次に生き生きと見えるメーキャップのポイントですが、こちらも後ほどデモンストレー
ションでご案内しますので、簡単に基本的な考え方をご案内します。 
「加齢部分を補正する」のがポイントです。老けて見
える要素をカバーするということです。基本的に年を
重ねると重力に負けていろいろな部分がたるんで下
降してきますので、そこをメーキャップのテクニック
で上昇させてみせる。ワイドになるところはシャープ
に、ぼやけているのはくっきり見せます。そのための
テクニックとしては、先ほどのゴールデンバランスと
同じですが、顔の形や眉、ヘアスタイルを上昇してい
るように見えるように工夫することになります。普通であれば眉は目のカーブにあわせて
描くのですが、そうすると目がたるんでいるため、眉も下がって見えてしまう。そこで、
もともとのバランスにあわせて眉尻をやや上げてみせる。ヘアスタイルもできるだけ、上
昇線を出すために顔の周りを覆うのではなく流す形ですっきりと見せるのがポイントです。 
詳しくはこのあとデモンストレーションでご案内させていただきます。 
 
４．デモンストレーション 
 
（１）ゴールデンバランス 
  
講演の中に若い人から年齢の高い方までのメークの方法を尐しご案内しました。まずは若
い方の場合ということで、ゴールデンバランスのご案内をします。本日のモデル山田さん
は肌はきれいですので特にご案内することもないので、すでにファンデーンションまで付
けいます。 
 ファンデーションの色を選ぶときのポイントは、首のところの色と同じ色を選ぶことで
す。本日も首の色に合わせたファンデーションを使っています。 
 最初にヤマダさんの顔を分析します。丸顔で、目も丸く、眉も尐し丸くなっており、と
てもかわいい顔です。そこを生かしながら、12 月なのでクリスマスパーティー用の尐し華
やかなメークをさせていただきます。 
 ファンデーションはリキッドファンデーションを使い、付けているか付けていないかわ
からないぐらいの薄さです。若い方はこのぐらいで大丈夫です。 
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 まず眉から行きます。眉墨を選ぶ時は、髪の毛
の色と同じ、もしくは瞳の色と同じ色を選ぶと自
然となじみます。山田さんは尐し髪がブラウンぽ
い感じですので、ダークブラウンの眉墨を使って
いきます。描くときは必ずブラシを使って眉毛の
流れを整えていきます。眉毛は、目頭の上のとこ
ろから生え始めています。山田さんは奇麗にカッ
トしていますので毛の流れは見えませんが、普通
の方は目頭の所は下から上に生えていて、次に横に生え、眉尻は上から下に向かって生え
ています。眉毛を描くときは、まっすぐ見て描きます。なぜかと言うと、人に会うときに
目をつぶって会いません。開いたときに眉毛の上の筋肉が上がる方、下がる方、いろいろ
な方がいますから、眉毛を描くときにはまっすぐ見て、普段の自分の顔を確認した上で描
くのがポイントになります。 
目頭の上から始まり、小鼻と目じりを結んだ延長線上が最後です。そして、黒目の最後の
ところの上、ここが山になります。まず、山の位置に印を付けておくとわかりやすいと思
います。眉山から眉尻に向かってまず描き、そして次は逆に目頭のほうに下げていきます。
書くときには１本、１本描いていきます。なぜかと言うと、眉毛は１本、１本生えている
からです。眉はイメージを作るのに一番ポイントになるところです。例えば大人っぽい感
じ、優しい感じ、かわいい感じ、眉毛一つで全部変ります。ですから、１本、１本丁寧に
描いていきます。 
 眉毛がたくさんある方は中央部分のみ描きます。そして、ブラシで眉毛を中心部分に向
かって整えると立体感がでてきれいに見えます。１本、１本描いていきます。そして次に
ぼかしていきます。必ず描いたら、眉毛の生えている方向に、上、横、下、とぼかします。 
クリスマスパーティーメークなので、華やかさプラス尐し大人っぽい感じがいいと思いま
すので、尐し眉にカーブをつけてフェミニンに見せます。 
次にアイラインです。目が大きいのでアイラインにはブラウン系を使っていきます。目元
に華やかさを出すために、アイラインを引きますが、まつげの生えているすき間に埋めて
いきます。はっきり描きたい場合は、リキットタイプを使っていただくと更にくっきりと
した目元になります。 
 次にアイシャドーはアイホール全体にぼかします。次にちょっとダークな色をアイライ
ンの上からぼかします。 
 よくアイシャドーをチップで強くつけている方がいますが、優しく置いていくような感
じでつけると、とても奇麗につきます。特に今はラメ材やパール材が入っていますので、
そっと置いていくようなつけ方が大切です。目の立体感を出すために、眉の下、目じりの
下にハイライトつけます。 
 マスカラをつけていきます。マスカラは目力をアップさせます。目元からジグザグにつ
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けていきます。華やかさを出すために、たっぷり付けていきます。下のまつげにはブラシ
の先を縦にしてつけます。 
 口元を華やかに見せるときは、目元に合わせて口許もちょっとふっくら描いて、グロス
をつけ、色は肌色がきれいに見える色を選びます。リップペンシルを使うと取れにくく、
にじみも防止できます。 
 チークの入れ方なのですが、鼻の先から耳の中央に１本の線を引きます。口角からこめ
かみのところに１本線を引いて、交わったところが一番濃くなります。ほほがふっくらし
ている方は、尐し斜めに持っていくとすっきり見えます。ふっくら見せたい方は、交わっ
た点から横にぼかしていきます。 
 
（２）活き活きメーキャップ 
  
年齢が高くなってくると、シミなどいろいろな悩みが出てきます。 
 ファンデーションはしっとりとしたリキッドタイプが年齢の高い方にはおすすめです。
ほほのところから尐量ずつ付けて、薄く広げていきます。奇麗なところはそのまま残して、
気になるほほのところをしっかりカバーしていきます。気になっているところにコンシー
ラーをつけていきます。 
 次は眉です。髪の毛はちょっと黒いのでグレーを使います。眉ブラシで毛の流れを整え
ます。足りない部分だけ書き足していきます。 
 では、アイラインを引いていきます。目を開いたときにアイラインがわからないように
まつげの中に描いていきます。 
 では、アイシャドーに行きます。ブラシのほうが自然にフワッとした感じになります。
こちらも同じように、アイホールに自然にぼかします。ダークカラーを目頭からアイライ
ンを引いたところにのせていきます。 
 マスカラは自然に目元に深みをだすようにつけます。 
 年を重ねると口角が下がります。リップペンシルで口角を１ミリあげるように描きます。
口紅は自然な感じの血色のいい色をつかいます。  
チークは肌色が明るく見える色を選びます。顔の形に合わせてふっくらと見えるように
いれます。 
メーキャップは、素敵に年を重ねていくために、ぜひ上手に使っていただきたいものだと
思いますので、今日のご案内が皆さんの一助になればと思っております。 
長時間にわたってご清聴いただきまして、ありがとうございました。 
 
 
 
